
早稲田大学 2020 年度入試 出題分析 

【法学部】（外６０＋国５０＋選４０）＝40/150（26.7%） 

 〔Ⅰ〕司法権と裁判所、違憲審査について（150 字論述） 

 〔Ⅱ〕国民代表機関である国会と国会議員の特権 
 〔Ⅲ〕混合経済と完全競争市場・不完全競争市場（100 字論述） 

 〔Ⅳ〕少子高齢化と年金制度にみる社会保障制度 
 

【教育学部】（外５０＋国５０＋選５０）=50/150（33.3%） 

 〔Ⅰ〕社会契約説にみる国家 
 〔Ⅱ〕独占禁止法と公正取引委員会、働き方改革 

 〔Ⅲ〕政治の複雑化・多様化と情報公開 

 〔Ⅳ〕持株会社と株式会社にみる企業 
 

【商学部】（外８０＋国６０＋選６０）=60/200（30%） 

 〔Ⅰ〕地方自治にみる財政と直接民主制（90-120 字論述） 
 〔Ⅱ〕市場メカニズムと経済のグローバル化 

 〔Ⅲ〕貨幣と自由競争、仮想通貨と悪貨 

 〔Ⅳ〕情報技術の発展と支払い方法の多様化（160-200 字論述） 
 

【社会科学部】（政治・経済選択なし） 

〔Ⅰ〕日本国憲法と基本的人権の尊重にみる司法権・立法権 

 〔Ⅱ〕近代日本政治の歩みと政党政治・内閣 

 〔Ⅲ〕国際連合にみる安全保障体制と国際関係 
 〔Ⅳ〕南北問題と SDGs(持続可能な開発目標) 
 

【人間科学部】（政治・経済選択なし） 

〔Ⅰ〕戦後日本政治の歩みと 2019 年参議院選挙 

 〔Ⅱ〕市場原理と需要・供給の関係に導かれる「見えざる手」 

 〔Ⅲ〕戦後日本経済の歩みと企業間格差 
 〔Ⅳ〕農業・食糧問題にみる諸政策や諸法令 


